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学校関係者評価報告書 

 

学校法人穴吹学園 専門学校穴吹ビジネスカレッジ 学校関係者評価委員会は、令和４年度学校自己評価に

基づく学校関係者評価を実施致しましたので、ご報告致します。 

                                   令和５年１２月２０日 

学校法人穴吹学園 専門学校穴吹ビジネスカレッジ 

学校関係者評価委員会 

 

１．学校関係者評価の目的 

より実践的な職業教育の質を確保するため、教育活動の観察や意見交換等を通じて専門学校穴吹ビジネ

スカレッジの自己評価の結果を評価することを目的とした委員会を置く。 

委員会は、専門学校穴吹ビジネスカレッジが行った教育活動及び学校運営の状況についての自己評価の

結果を踏まえた本校の評価を行い、その結果を校長に報告する。 

 

２．学校関係者評価委員会  

（委員） 

 水兼 博士     香川県立琴平高等学校校長 

 今井 淳一     株式会社ＪＲ四国ホテルズ 事業統括部 

 市原 克美     ハウス美装工業株式会社 総務部 

 上枝 洋介     本校卒業生 

 ファム ホン クアン 本校卒業生 

 細谷 早智子    本校在校生保護者 

 

 （学校教職員） 

 佐戸 三千代 専門学校穴吹ビジネスカレッジ 校長 

 森川 和哉  専門学校穴吹ビジネスカレッジ 副校長 

 馬場 隆信  専門学校穴吹ビジネスカレッジ 教務部長 

 岡田 大海  専門学校穴吹ビジネスカレッジ 教務課長 

 三木 由美子 専門学校穴吹ビジネスカレッジ 教務課長 

 

３．学校関係者評価委員会実施日時 

 開催日時 令和５年１２月２０日（木）１４：００～１６：００ 

 開催場所 学校法人穴吹学園 専門学校穴吹ビジネスカレッジ ２０１教室 

 

４．自己評価結果の説明･報告（自己評価報告書参照） 

当校の｢教育理念｣、｢目的｣及び｢令和４年度の目標と計画｣について説明。各自己評価項目について｢評価

結果（総括）｣、と｢取組状況とその分析｣、｢今後の改善方策等｣について報告。書式は、香川県版一般社

団法人香川県専修学校各種学校連合会様式にて実施。   

各評価項目について、「A」十分である 「B」おおむね十分である 「C」やや不十分である 「D」不



 

十分である の４段階にて評価。 

 

５．副校長より本校を取り巻く状況について説明 

 ・教育理念･目的･育成人材像 

ブライダル学科…令和 5 年度からビューティカレッジ移設 

国際ビジネス学科（留学生対象学科）…令和４年度から「職業実践専門課程」認定 

 

・教育環境 

   全教員に iPad 支給、大型モニター・専攻用機材導入を行った。学生の取り組みとしては、パソコン

インストラクター演習、住宅展示場見学、株式会社きむらの売り場のマーケティングの他、あなぶ

きハウジングサービスであなぶきグループのバックアップ、四国航空や高松インターナショナルス

クール等でのインターンシップにも力を入れている。 

 

 ・学生募集 

  ビジネスカレッジ…出願状況は昨年対比 70%、社会人入学は令和 4 年 6 名、令和 3 年 4 名  

 

・社会貢献・地域貢献 

    文部科学省事業「専門学校と高等学校の有機的連携プログラム開発と実証事業」を実施。 

    連携高等学校…観音寺総合高校、琴平高校、尽誠学園高校、飯山高校、香川中央高校、高松東高校、 

高松中央高校、小豆島中央高校 

    他に、イオンモール綾川でのイベント実施、公務員系学科では卒業生座談会の実施など 

 

６．添付資料について説明 

①自己評価報告書について 

本校自身で行った自己評価について学校をサポートしている皆様から意見をいただきたい。 

ビジネスカレッジ評価 A であった。 

 

○外部委員より意見・質問 

 ①水兼委員 

専門学校の先生の専門外のことやスキルアップについて、専門学校としてはどんな風に取り組んでい

るのか。また、特性のある学生についてどのように対応しているのか。 

→学校として新人教育、教員の人間力育成を行っており、外部講師を招くこともある。特性がある

学生は通常、授業は全員一緒に行う。把握している者については、担任が気を付けながら声掛け

をしながら指導し、教員間で情報を共有する。必要に応じて個別ガイダンスも実施する。 

 

 ②今井委員 

  最近の社員教育について教育側は世代間ギャップを感じているが、専門学校では学生が自分で考えて

動くトレーニングをしていると解釈した。そのような学生は入社してからも自主的に動けるので、入

社した人に合ったトレーニングをしていきたい。 

 



 ③市原委員 

  評価項目は、今後項目が増えるのか？ また、学生の最終目標は就職か？ 

→評価は県の連合会の基準に基づいて行っている。香川県の専修学校の間をとった評価基準になっ

ているので、地元就職を基本としていない学校もある。本校は約 8 割が地元就職している。 

 

 

④上枝委員 

コロナが明けて授業は対面で行っているのか？ 卒業生や社会人へのアプローチ、人材の流動性を考

えると、教育機関としては社会人にも目を向けると存在感が強くなるのではないか。 

→複数の学校をオンラインでつなぐことはしており、自宅学習している学校もあるので発展させて

いく。社会へのアピールとしては、SNS などを活用して情報発信をしていく。 

 

 ⑤ファム委員 

学校を卒業して就職した学生で、仕事を辞めた学生は何パーセントか？ 

→把握できていない。Google for education などを活用して動向調査・対策をしていく予定。過去

の統計では、3 年間で退職した学生は 40％いるが、自分で前向きに起業した人もいるし、キャリ

アアップで転職した卒業生もいるので、辞めた卒業生が必ずしもミスマッチの退職というわけで

はない。国際系の学生については、専門学校で学んだ内容と違う職種に転職するとビザが無効に

なる可能性もあるので、数字を確認していく必要性がある。数字が出たら報告する。 

 

 ⑥細谷委員 

子供が在学中で自分も卒業生である。子供は寮生活をしているが自分から話を聞くようにしている。

評価を事前に見たが気になることは特になかった。 

→昨今の入学生には保護者が卒業生という方もいる。期待を裏切らないようにしていきたい。 

 

 

     貴重なご意見を賜り誠にありがとうございました。これからも皆様のご期待に添えますよう、教職員一

同、日々努力して参りますのでよろしくお願い申し上げます。 

以上 


